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高品質,高信頼性を目指す電源システム 日立製作所は,供給信頼性向上防災性向上,設置面積の縮小化保守省力化などの社会ニー

ズに適応した電源設備の製品開発と,システムの構築に取り組んでいる｡

今日,最も身近で主要なエネルギーとして使われ

ている電妄ミエネルギーは,発電から消費に至るまで,

使用者の要求に適合した電圧,電流に変換,分配お

よび調整する電源設備によって拾配電されている｡

この電源設備は,電気エネルギーの安定供給の観

点から高信頼性･安全性が要求されてきたが,さら

に,電力の質の向上,省エネルギー化,省力化,環

境調和などの社会的要求にこたえながら人間生活の

*l川二製作所機電事業部 **[卜立製作所【玉1分L二場
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快適性を追求するためにその技術は拡大進展して

いる｡

日立製作所は,これらの要求にこたえて分野,用

途別に対応した受変電設備,UPS(無停電電源装

置),コージェネレーションシステム,監視制御装置

など最適な電源システム構築のための製品開発に叔

り組んでいる｡



電源設備の最新技術動向 311

山 はじめに

今Ll,電気は重安なエネルギーの一つであり,電力志

賀の伸びとともに社会は発展し,近代化されてきたと言

える｡

/卜産活動では,コンピュータを駆使した大規模装置産

業へと移り変わることにより,電力需要が増加lしてきた｡

社会環塙整備では,トト水道や交通機関など公共施設

の饗備,大規模ビルや地‾卜街など/[抑郡全施設の整備,

および金融オンラインシステムや通信ネットワークシス

テムなど情事Ii通信施設の整備により,電ノJの㌫雪が年次

増加を続けてきた｡

一‾方,電ノJ話摺の増加とともに,電力停止や質の問題

などは,一個人にとどまることなく社会的にも人きな影

響を及ぼすようになってきた｡

このため,電源設備の貴賓性が一段と高まるに従って,

よリi試し-公共性と供給信頼件が要求されるようになり,

機器-ijl体はもとよりシステム的にも技術的革新が進んで

きた｡

ここでは,電源設備の最近のユーザーニーズと今後の

軌向について述べる｡

8 最近のユーザーニーズ

今【lの■‡1性情辛Ii化,多様化した社会では電ノJの雀左供

糸たがイ(--r欠である｡電源システムは電ノJ供給fこ;頼件の高

い機器とシステムとで構成し,適切な保寸,保乍をて臭施

導入される高機能負荷

生産性向上

自動化

ビジネス

グローバリゼーション

24時間稼動

居住空間の

快適性･安全性

することが求められている｡

fに源システムに対する要求事項を図1に示す｡システ

ム構築にあたり設備負荷の特性,規模,設備環境,重要

度などを検討し,経済性を考慮しながら設備負仰こ最も

適合したシステムを計所していくことが人切である｡社

会ニーズと設備の例を図2に示す｡工場電源設備として

設置される一部の電源設備を除けば,ビル電源設備も含

め,多くの電源設備が建屋内に設置されていることによ

り,設置‾血積を少なくして,余剰両横を広くi‾肘11する縮

′J､化が要求される｡また,1妨災の観点からは不燃化,難

燃化が,保寸の観点からは,点検時の運転停止時間を極

力少なくし保守に要する手間を軽減するための省力化が

それぞれ晋)托される｡

口‾た製作所は,これらの社会ニーズを次に述べる_‾l二場

了=E誠(ニーズおよびビル竜兆(ニーズの二つに大別し,おの

おののニーズにこたえた製品を開発している｡

2.1工場電源に対する最近のニーズ

わが匝lの/[産i‾lI軌では,活重力の拠一たとなる⊥場,‾ヰ手業

所が長期/l三産計何に従って合理化投資,高効率/l三産シス

テムの導入をl朴),幾たびかの経済危機(オイルショッ

ク,円高ショックなど)を克服し,世界有数の高占J一群を維

持した数多くの製品を造り出している｡

しかし,これらの牲J去システムのユーティリティや屯

源設備の改革,改良は,高度経済成長下の斗三産優先の時

代では後卜11しされる場合が多かった｡とりわけ,電i悦設

備は動ノJけJのエネルギーi原としてだけ考えられたことも

要求される電源システムの特長

ホストコンピュータ

OAシステム

FAシステム

多機能テレコム
システム

高速エレベーター群

空調･照明システム

保安･管王里システム

システムの

フレキシビリティー

(増設,更新)

連続性

(無停電･無瞬断)

フォルトトレーラント

電源システム

システムの

高信頼度化

高品質電力

の供給

●機器のコンパクト化

●密封化(ガス絶縁化)

●パッケージ化

●受電系の冗長性
2PCT,バイパスDS.TR一次CB付き

●配電系の冗長性

二重母線,連絡母線,ループ配電

●複数バンクの設置
2バンク100%予備化

負荷制限可能回線の分割

LRT付きTR導入

●非常用補助電源の確保
〕PS,DEG

●分散型電源の導入
CGS

●制御の電子化,予測保全

●高調波障害の排除

SR値改善,AFの導入

注:略語説明

PCT(取引き用計器用変成器)

DS(断路器)

TR(変圧器)

+RT(負荷時クッ7D切摸装置)

UPS(無停電電源装置)

CB(遮断器)

DEG(ディーゼル発電機)

CGS(コージェネレーション

システム)

SR(シリ】ズリアクトル)

AF(アクティブフィルタ)

図l電力供給信頼度確保

と電源システム 設備と

設備運転に要求される電源シ

ステムは,今日,高品質,無瞬

断性が要求されている｡
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要求事項

要求される

技 術

設備製品名

供給信頼性向上

●高信頼性システム

●電源の質向上

●UPS

●CGS

●冗長化受配電設備

●非常用発電設備

●アクティブフィルタ

●ガス絶縁開閉装置

防災性向上

●不 燃 化

●難 燃 化

●モールド変圧器

●ガス絶縁変圧器

●ガス絶縁開閉装置

あり,電源設備をシステムとしてみた場介,必ずしも十

分なものとは言えなかった｡工場電源に対する最近のニ

ーズを図3に示す｡

装置集約産業では連続操業が前提であり,冗長系およ

びバックアップシステムを具備する必要がある｡また,

昭和30～40年代に各種製造業分野で建設された大規模プ

ラント設備は,今日新生産体制へのリストラクチャリン

グが必要とされると同時に,設備の更新時期を迎え始め

ている｡それに伴って電源システムを再構築する必要が

ある｡

小規模事業所では,省人化のための合理化機器投資の

増人に伴う電源設備増強の気運が高まっている｡

設備増強時にはいっそうの保1デの省力化を図るため,

電源設備を集中監視制御する監視制御装置が必要である｡

装置集約産業

(半導体生産工場など)

大規模事業所

---･●■

/
一■■■●ト

設備老朽化更新計画

中規模事業所

(高圧需要家)

40

絶対電源確保

(連続性)

リストラクチャリング

(萱霊護憲約)
地球環境対策強化

(慕嘉孟芸嘉ちけ)

■■-･■-

＼
一■■■lト

■■■●■ 省人,合理化機器投資 ---･●■

土地有効活用

●縮 小 化

●複 合 化

●ガス絶縁開閉装置

●薄型閉鎖配電盤

●壁密着型配電盤

保守省力化

●保守管王里部品低減

●中央監視制御

●予測保全

●ガス絶縁開閉装置

●監視制御棟能付き

継電器

●中央監視制御装置

図2 社会ニーズと設備

ガス絶縁開閉装置は,今日

の社会ニーズに適合する代

表製品である｡

工場の監視制御装置は,電源設備の監視･制御を他の

ユーティリティの監視,制御と独立して導入するユーザ

ーが比較的多いことが特徴である｡このことは,電力供

給の緊急時に対応するためと考えられる｡このため,受

変電設備全体の保護監視制御を独立させ,中央管理装置

との接続,分離が容易なインテリジェント監視制御シス

テム"HISMAC”(HitachiSubstation Man-maChine

Console)を製品化し,22～154kV級の高信頼性,分散型

電源設備に対応している｡

2.2 都市機能拡大とビル電源システムのニーズ

全国土要都市部での大規模ビル建設は,都‾刷ヰ開発事

業が柄況となった昭和61年ごろから目覚ましく展開さ

れ,新たな都市空間の創｢Ⅰほコンセフロトとして発展して

きた｡

電源システムの

冗長性確保

新生産システムに

対応する電源シス

テムの再構築

負荷容量の増大

(デマンドトラブル)

---■ト

■■■■ト

一--･●ト

22～154kV扱

高信頼度受変電

システムの導入

分散型電源

システムの導入

保守性の良い

システムの導入

図3 工場電源に対する

最近のニーズ 電源の信

頼性確保および保守性の向

上が要求される｡
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最近のビルは楢住性向上や業務の生産性Irり_Lを目的と

した高機能化,OAシステムの導入などによるインテリ

ジェント化が川られてきている｡一ノノ,これらのビルの

持つインテリジェント機能を十分に発揮させるために,

屯源設備は大容量となり,都巾部での電ノJ会社の配電線

綱は電ノJ消費の増大に伴って逐次拡充が図られている｡

特にビルの着工数と相まって,大口需要家数の増加が著

しい地城では烏口三配電線綱での給電がすでに限界に達し

ているところもある｡そのため,都市配電の一基幹として

22/33kV級配電線網のは城的整備が進んできている｡

この配電線網の整備に伴い,3kV,6kVの高庄受電から

22/33kV級の特別高止受電が推奨されるようになって

きている｡さらに大規模需要家には,人都市1トじ､部に設

置された超高上王三地‾‾F変電所から66/77kV級の特別高圧

で舟接給電されるようになってきた｡このような66/77

kV級人規模安電需要にこたえて,遮断電流容量を31.5

kAまで製品化し対応を凶っている｡

郡山機能の拡大に伴って22/33kV級ノ受電システムは,

昭和40年ごろから都心部に導入されていったスポットネ

ットワーク配電方式(同一l白1線3回線安宅を基本とす

る｡)が追捕され,拡大が図られてきた｡

この方式は最近,従来スペース比‡のコンパクトなス
ポットネットワーク受電設備の完成により,急速に過上l-J

拡大されてきたものであり,電ノJfメモ給信頼度がいっそう

血卜するにあたり,今後の郎巾部でのビル電源システム

の主流になると考えられる｡そのため,22/33kV級の岳

信輔度でコンパクトなキユーピクル式ガス絶緑開閉装

置,およびコンパクトスポットネットワーク′受変屯設備

を開発し製品化している｡

ビル電淑システムの特徴を図4にホす｡今[lの甜刻青

草馴ヒ時代を反映する計算機,OA機芸旨の導入拡大に伴っ

て無停電はもとより,瞬時停電,瞬時竜J一仁低下を防ぐシ

ステム構築が要求され,UI)Sの導入が必要となってきて

いる｡この要求にこたえて,1～1,000kVAすべてに

IGBT(InsulatedGateBipolarTransistor:絶縁ゲート

判バイポーラトランジスタ)を適用した高機能,■‡別号三能化

UPSを開発し製品化している｡--･方,OA機器の増加は古J;

調波発生源の増大にもつながるため,高調波抑制機器や

高調波イ_L様製.17.の採用が増加してきている｡アクティブ

フィルタや13%リアクトル付きコンデンサの採用などが

この例である｡

保守,管理の省力化を目的とした監視制御装置では,

ビル管理業務一プ‾己化の要求から,電源設備,機械劾ノJ設

備,空調設備,防災システムなどを統合的に監視,制御

する装置が多し､｡そのため,ビルの規模･川途に応じて,

最適なシステムを提供できる機能分散彗竺ビル管理システ

ムを製品化している｡

田 今後の動向

電気エネルギーは,今後ともいっそうの高品質,古J;信

頼性が要求され,新素材,新技術を駆使しながら,以下

に述べる技術が重要視されてヲ芭展していくものと考えら

れる｡

(1)地球環境保護,環塙調和技術

廃棄処理性,形状,人きさ,色,音,振動などについ

ての対処技術

的 特 徴

オフィス業務の
生産性向上

B

OA機器の導入
情報･

通信システム導入
規模の拡大

拡張性,

フレキシビリティ

ワード7eロセッサ

/＼ソコン

ファクシミリ

多機能電話

ディジタルPBX,+AN

テレビ会議システム

衛星通信システム

大型コンピュータ

電子メールなど

更新･移設
モダニゼーション

が容易

高調波発生源の増大 高品質電源の確保

高品質電源が必要

無停電電源の確保 システムの高信頼性
ビジネスの国際化 24時間稼動

安定供給
注:略語説明 PBX(Privat ｢a=ChExchange)

図4 ビル電源システムの特徴 計算楓OA機器導入に伴う無瞬断電源の要求にこたえることと,一高調濾発生の問題を解決することが必要

である｡
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(1960年) (1970年) (1980年)

高 度 成 長 時 代

社会の変化

設備の動 向

二一ズ(量一質)

安 定 成 長 時 代

大量消費,公害問題多発

(1990年) (2000年)

高度情報化時代 社会環境重視時代

省エネルギー 省九 コンピュータ制御

大都市人口流入

省資源,国土保全,環境調和,無公害化

超高層ビル 都市再開発事業

照明動力

中心の

電源設備

インテリジェントビル→新都市空間の創出 新社会資本拡充

負荷容量に

合わせて

言引窟の増設

ビルオートメーション化

への対応型設備の普及

テレコミュニケーション

オンラインシステム

負荷増大

負荷のニーズに対応Lたシステム,

構成および運用の追束

電源容量の確保

コージェネレーションシステム

主

な

構

成

機

器

特別高圧遮断器

変 圧 器

高圧遮断器

OCB,MOB

絶対電源の確保,瞬時停電対策 高調波障害の排除 分散型電源

系統連系認可
省エネルキ

ン去改正

サイリスタインバータ

匹二重二逐

GTOインバータ パワートランジスタ lGBT

GCB(VCB)一ガス絶縁開閉装置組み込み一電動ばね操作式

匹亘]損失の低減,不燃化 モールド,ガス絶緑化(防災変圧器)

OC日,MOB 匹車詔 VCB一小型化→電動ばね操作式

誘 導 型 静 止 型 集合型,監視制御椀能付き

上空塑ヨ∠玉江空
高圧配電盤

制御システム

EJB 電子プレーカ 予知警報機能付き

開 放 盤 キユーピクル式 CB多段積,小型化 薄型,壁面密着 超縮小化

単品制御 中央監視制御 電子式中央監視制御一予測保全システム
ビル総合自動

運転,管理システム

イ

ン

テ

リ

ジ

ェ

ン

ト
電
源
設
備

注:略語説明

GTO(ゲート ターンオフトランジスタ),lGBT(絶縁ゲート型バイポーラトランジスタ),OCB(油入遮断器),MOB(小油量遮断器),MBE主(磁気遮断器),

GCB(ガス遮断器),VCB(真空遮断器),PFC(パーフロロカーボン),MCB(配電用遮断器),ELB(漏電遮断器)

図5 電源設備の変遷 人間性重視へと社会環境が変化することにより,環境調和,省エネルギー,省力化を図る技術が発展してきている｡

(2)省エネルギー技術

損失低減,エネルギーIu川又などの技術

(3)省ノJ化技術

保守,保全,操作および監視の省力化ならびに日勤処

坤技術

(4)子測保全枝術

オンライン化での機器,設備の異常事前把握技術

日立製作所は,図5に示す技術実績をベースに,これ

らの動向を反映したインテリジェント電源設備の構築に

耳丈り組んでいる｡

田 おわりに

今†1の社会では,社会環境重視の状況卜にあり,胃資

瀕,環境調和および無公害化などが重要視され始めてき

たが,電源設備を二取り巻く環境も,l棚寺に時代の要言汚に

ん』じた変容を要求されてきている｡

今後も,産業･都市開発の場で培ってきた高信頼性屯

源設備構築技術をベースに,将来垂加占Jを先取りした電淑

設備の製品開発を進めていくと同時に,製品を通じてよ

り良い社会環境づくりに貢献していく考えである｡
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